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聖
州
知
事
選
で
ス
カ
ッ
フィ
牽
制

に
２
人
目
の
自
殺
が
起
き
て

し
ま
っ
た
。
２
件
と
も
原
因

は
判
明
し
て
い
な
い
。

　

２
２
日
夜
に
Ｃ
Ｂ
側
か
ら

保
護
者
に
配
布
さ
れ
た
文
書

に
は
、
聖
市
内
の
学
校
で
は

他
に
も
生
徒
の
自
殺
が
起
き

て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
た
。

聖
市
東
部
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系

の
学
校
で
も
先
週
、
生
徒
の

自
殺
が
発
生
し
、
聖
市
南
部

の
私
立
校
で
も
昨
年
、
自
殺

者
が
出
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｂ
の
マ
ウ
ロ
・
ア
ギ

ア
ー
ル
校
長
は
「
２
人
と
も

よ
い
生
徒
で
、
両
親
も
教
育

熱
心
な
人
た
ち
だ
」
と
語
っ

て
い
る
。
教
師
や
生
徒
達
に

話
を
聞
く
と
、
皆
、
涙
を
こ

ら
え
切
れ
な
い
様
子
だ
。

　

２
３
日
に
は
全
学
年
の
生

徒
と
教
師
た
ち
の
対
話
集
会

が
も
た
れ
た
。
教
務
主
任
の

エ
ス
テ
ー
ラ
・
ザ
ニ
ー
ニ
氏

は
、「
生
徒
に
高
い
学
業
レ

ベ
ル
を
求
め
て
い
る
事
は
確

か
。
し
か
し
、
同
時
に
豊
か

　

１
０
月
の
大
統
領
選
は
候
補
乱
立
状
態
だ
が
、
テ
メ
ル
大
統
領
の
支
持
率
が
上

が
ら
な
い
場
合
は
、
民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
関
係
者
が
、
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ

Ｂ
）
の
ジ
ェ
ラ
ウ
ド・ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
の
支
持
に
回
る
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
と
、

２
４
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

１
週
目
ま
で
に
テ
メ
ル
氏
の

支
持
率
が
向
上
し
な
い
場
合

は
、
中
道
・
右
派
で
の
候
補

連
立
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と

を
検
討
中
で
、
そ
の
場
合
の

有
力
候
補
に
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
ア

ウ
キ
ミ
ン
氏
が
考
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
。

　

奇
し
く
も
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏

自
身
も
２
３
日
、「
す
で
に

候
補
者
を
出
し
て
い
る
党
で

あ
っ
て
も
、
支
持
を
し
て
い

た
だ
け
る
な
ら
連
立
を
受
け

付
け
る
」
と
い
う
発
言
を
行
っ

た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
テ
メ
ル
大
統
領
自

身
も
先
週
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
聖

州
知
事
候
補
の
ジ
ョ
ア
ン
・

ド
リ
ア
氏
と
の
会
合
を
行
っ

て
い
る
。
テ
メ
ル
氏
は
マ
ル
シ

オ
・
フ
ラ
ン
サ
現
知
事
（
ブ

ラ
ジ
ル
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）

や
Ｍ
Ｄ
Ｂ
の
候
補
で
聖
州
工

業
連
盟
会
長（
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）

の
パ
ウ
ロ
・
ス
カ
ッ
フ
ィ
氏
と

も
会
合
を
行
っ
て
お
り
、
ド

リ
ア
氏
だ
け
に
会
っ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、
ド
リ
ア
氏
側

は
、
テ
メ
ル
氏
と
連
邦
政
府

と
の
関
係
を
深
め
た
気
で
い

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
が

行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、

ル
ー
ラ
元
大
統
領
が
逮
捕
さ

れ
た
現
在
に
お
い
て
も
、
労

働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）
が
国
民
に

最
も
人
気
の
あ
る
政
党
で
、

支
持
率
が
２
０
％
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
と
い
う
。
Ｐ
Ｔ

は
１
９
９
９
年
以
来
、
国

る
と
い
う
。

　

そ
う
し
た
テ
メ
ル
氏
と
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
へ
の
接
近
を
牽
制
し

て
か
、
ス
カ
ッ
フ
ィ
氏
は
自
身

の
聖
州
知
事
選
へ
の
出
馬
表

明
を
５
月
５
日
に
早
め
る
意

向
だ
と
い
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
左
翼
政
党

側
に
も
動
き
が
出
て
い
る
と

い
う
。
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
の
報
道

に
よ
る
と
、民
主
労
働
党
（
Ｐ

Ｄ
Ｔ
）
の
候
補
シ
ロ
・
ゴ
メ

ス
が
２
３
日
、
聖
市
で
の
カ

ル
ド
ー
ゾ
元
大
統
領
の
著
書

出
版
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
顔
を

出
し
た
際
に
、労
働
者
党
（
Ｐ

Ｔ
）
の
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ハ

ダ
ジ
前
聖
市
市
長
と
会
っ
た

と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
際
に
、

シ
ロ
氏
は
ハ
ダ
ジ
氏
に
、
自
身

の
副
候
補
に
な
ら
な
い
か
と

誘
い
掛
け
た
と
い
う
。

テ
メ
ル
の
支
持
率
上
が
ら
ぬ
場
合

な
人
間
性
を
育
む
こ
と
も
重

視
し
て
き
た
」
と
語
る
。

　

自
殺
し
た
生
徒
の
１
人
に

生
物
を
教
え
て
い
た
カ
ロ

リ
ー
ナ
・
オ
レ
ビ
氏
は
、「
自

分
の
教
え
て
い
た
生
徒
が
こ

ん
な
事
に
な
る
な
ん
て
夢
に

も
思
わ
な
か
っ
た
」と
語
る
。

　

心
理
学
者
の
カ
リ
ー
ナ
・

フ
ク
ミ
ツ
氏
は
、
幼
年
期
か

人
の
視
野
の
範
囲
で
矛
盾
に

苦
し
み
、絶
望
し
、命
を
絶
っ

て
し
ま
う
。
親
は
子
供
の
心

理
状
態
に
常
に
注
意
す
る
こ

と
が
必
要
」
と
語
る
。

　

同
校
に
子
供
を
通
わ
せ
て

い
る
親
は
動
揺
を
隠
せ
ず
、

「
最
初
に
自
殺
が
起
き
た
と

き
、
子
供
と
は
よ
く
話
し
合

い
、『
い
つ
で
も
貴
方
の
味

ハ
ダ
ジ
元
聖
市
長
も
同
校
出

身
だ
。

　

生
徒
の
自
殺
が
相
次
い
だ

期
間
、
Ｃ
Ｂ
は
試
験
期
間
中

で
授
業
は
な
く
、
全
学
年

の
採
点
作
業
が
行
わ
れ
て
い

た
。
１
０
日
に
最
初
の
自
殺

が
発
生
し
た
後
、
学
校
側
は

専
門
家
を
手
配
し
、
授
業
再

開
と
な
る
２
３
日
に
自
殺
防

止
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め

る
予
定
だ
っ
た
が
、
２
２
日

　

聖
市
南
部
の
超
進
学
校
コ

レ
ジ
オ
・
バ
ン
デ
イ
ラ
ン
テ

ス
（
Ｃ
Ｂ
）
中
等
課
程
所
属

の
生
徒
２
人
が
、
今
月
１
０

日
と
２
２
日
に
立
て
続
け
に

自
殺
し
た
と
、
２
４
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

Ｃ
Ｂ
は
、
初
等
教
育
６
〜

９
年
生
と
、
大
学
進
学
前
、

中
等
教
育
の
生
徒
が
通
う
学

校
で
、
日
本
式
教
育
シ
ス
テ

ム
で
言
え
ば
、「
中
高
一
貫

教
育
校
」
に
あ
た
る
。
卒
業

生
に
は
政
治
家
、
医
師
な
ど

も
多
く
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・

１
２
日
の
短
期
間
で
連
続
発
生

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
民
営
化

生
徒
や
保
護
者
に
広
が
る
動
揺

方
よ
』
と
伝
え
た
わ
。
そ
し

た
ら
短
期
間
で
２
度
目
の
自

殺
が
起
き
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　

現
在
、
世
界
で
は
年
間
の

自
殺
者
数
が
８
０
万
人
に

上
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

１
５
〜
２
９
歳
の
青
少
年
の

場
合
、
自
殺
は
第
２
番
目
に

多
い
死
因
だ
。

　

一
方
、
伯
国
で
は
、
１
５

年
に
１
万
１
７
３
６
人
が
自

殺
し
た
。
人
口
１
０
万
人
あ

た
り
の
自
殺
率
は
５
・
７
人

で
、
死
因
の
第
４
位
（
男
性

だ
け
見
る
と
、
殺
人
な
ど
の

暴
力
行
為
、
事
故
に
次
ぐ
第

３
位
）
だ
っ
た
。
こ
の
内
、

７
２
２
件
は
１
５
〜
１
９

歳
の
子
供
の
自
殺
で
、
過
去

１
０
年
間
で
最
大
だ
っ
た
。

　

伯
国
政
府
は
、
２
０
２
０

年
ま
で
に
自
殺
率
を
１
０
％

減
ら
す
こ
と
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
。

　

Ｍ
Ｄ
Ｂ
は
１
０
月
の
選
挙

で
豊
富
な
政
見
放
送
時
間
を

確
保
し
て
い
る
が
、
同
党
の

候
補
の
支
持
率
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
の
が
現
状
だ
。
テ
メ

ル
大
統
領
は
再
選
を
狙
っ
て

い
る
も
の
の
、
最
新
の
ダ
ッ
タ

フ
ォ
ー
リ
ャ
の
調
査
の
支
持
率

は
２
％
に
過
ぎ
な
い
。
も
う

ひ
と
り
の
候
補
の
エ
ン
リ
ケ
・

メ
イ
レ
レ
ス
も
１
％
の
支
持

と
苦
し
い
状
況
だ
。

　

テ
メ
ル
氏
が
再
選
を
目
指

す
た
め
に
は
、
遅
く
と
も
７

月
の
第
１
週
ま
で
に
正
式
に

出
馬
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
現
状
の
低
支
持

率
に
加
え
、
連
邦
検
察
庁
か

ら
大
統
領
就
任
以
降
３
度
目

と
な
る
起
訴
が
起
こ
り
う
る

状
況
に
も
置
か
れ
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｄ
Ｂ
内
部
で
は
、
７
月

伯国でも、傷つき易い十代の子供の自殺が増えている。
（参考画像・Hedeson Alves/ GEPR）

２４日のテメル氏（Marcos Corrêa/PR）

シ
ロ
は
ハ
ダ
ジ
と
左
翼
連
立
希
望

サンパウロ市

　

Ｐ
Ｔ
は
現
時
点
で
も
ま
だ

逮
捕
中
の
ル
ー
ラ
氏
の
出
馬

に
こ
だ
わ
っ
て
お
り
、
他
党

候
補
の
副
に
な
る
こ
と
に
難

色
を
示
し
て
い
る
が
、「
左
翼

票
を
ま
と
め
る
た
め
に
は
協

力
が
必
要
」
と
の
世
論
も
決

し
て
少
な
く
は
な
い
。

内
で
最
も
支
持
さ
れ
て
い
る

政
党
だ
。
ジ
ウ
マ
前
大
統
領

の
罷
免
騒
動
の
際
は
そ
の
人

気
が
９
％
に
落
ち
込
ん
で
い

た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
現
在

は
ま
た
盛
り
返
し
て
き
て
い

る
と
い
う
。
２
位
は
現
与
党

の
民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
の

４
％
で
、
民
主
社
会
党
（
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
が
３
％
に
続
い
て

い
る
。
こ
の
政
党
人
気
の
高

さ
だ
と
、
ル
ー
ラ
氏
が
大
統

領
選
出
馬
断
念
の
場
合
、
代

替
候
補
の
か
な
り
の
健
闘
も

予
想
さ
れ
る
が
、
そ
う
な
れ

ば
大
統
領
選
は
ま
す
ま
す
大

混
乱
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　

◎

　

６
日
に
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア

ウ
キ
ミ
ン
氏
が
聖
州
知
事
を

退
任
す
る
日
に
３
駅
が
開
通

し
た
聖
市
モ
ノ
レ
ー
ル
１
５

号
線
だ
が
、
開
通
後
は
工
事

の
ペ
ー
ス
が
落
ち
て
い
る
と

い
う
。
同
線
は
現
在
、
今
後

開
通
予
定
の
４
駅
を
工
事
中

だ
が
、
近
隣
の
レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
者
に
よ
る
と
、「
以
前

は
１
日
に
２
０
０
人
ほ
ど
来

て
い
た
工
事
関
係
者
が
、
今

は
５
０
人
か
ら
１
０
０
人
に

減
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
ま

た
、
開
通
し
た
３
駅
の
限
定

時
間
内
の
運
営
本
数
も
少
な

い
と
い
う
。
次
の
開
通
は
い

つ
に
な
る
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
日
２
５
日
の
サ
ッ
カ
ー

の
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯

で
、
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
は
敵
地

ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
で
ボ

カ
・
ジ
ュ
ニ
オ
ル
ズ
と
対

戦
す
る
。
前
回
１
１
日
に
パ

ル
メ
イ
ラ
ス
の
本
拠
地
ア
リ

ア
ン
ツ
・
パ
ル
ケ
で
対
戦
し

た
と
き
は
１
―
１
で
引
き
分

け
た
が
、
今
回
は
ど
う
な
る

か
。
こ
の
試
合
で
首
位
を
保

つ
と
、
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
は
グ

ル
ー
プ
・
リ
ー
グ
突
破
に
大

き
く
近
づ
く
。

　

今
年
１
０
月
の
伯
国
大
統

領
選
の
行
方
が
不
透
明
な
事

と
、
米
国
の
利
上
げ
傾
向
が

重
な
り
、
米
ド
ル
が
レ
ア
ル

に
対
し
て
徐
々
に
値
を
上
げ

て
い
る
と
、
２
４
日
付
伯
字

各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

２
３
日
の
為
替
相
場
は
、

ド
ル
が
レ
ア
ル
に
対
し
て
前

日
比
１
・
１
９
％
高
、
１
ド

ル
＝
３
・
４
４
９
７
レ
で
取

引
を
終
え
た
。
こ
れ
は
１
ド

ル
＝
３
・
４
７
１
８
レ
だ
っ

た
、
２
０
１
６
年
１
２
月
２

日
以
来
、
ほ
ぼ
１
年
５
カ
月

ぶ
り
の
高
値
だ
。

　

為
替
の
変
動
幅
が
大
き
く

な
る
事
は
、
ド
ル
を
機
軸
に

計
画
を
立
て
る
輸
入
業
者
、

輸
出
業
者
、
ま
た
国
外
旅
行

者
に
と
っ
て
は
好
ま
し
い
状

況
で
は
な
い
。

　

２
３
日
の
ド
ル
高
は
、

１
０
年
物
の
米
国
債
の
利
回

り
が
３
％
近
く
に
達
し
た
事

が
主
因
だ
。
米
国
債
は
信
用

も
高
く
、
利
回
り
が
上
が
る

と
新
興
国
か
ら
の
資
金
が
流

れ
込
み
や
す
く
な
る
。

　

イ
タ
ウ
銀
行
の
経
済
分
析

員
ジ
ュ
リ
ア
・
ゴ
ッ
チ
リ

エ
ビ
氏
は
、「
米
中
間
の
貿

易
摩
擦
が
高
ま
っ
た
事
で
他

の
通
貨
に
も
影
響
し
て
い

た
し
、
伯
国
の
経
済
基
本
金

利
（
６
・
５
％
）
と
、
米
国

の
政
策
金
利
（
１
・５
〜
１
・

７
５
％
）
と
の
差
が
縮
ま
っ

て
き
て
い
る
こ
と
で
、
投
資

家
が
以
前
ほ
ど
伯
国
に
魅
力

を
感
じ
な
く
な
っ
て
い
る
」

と
語
っ
て
い
る
。

　

現
時
点
で
、「
今
後
１
ド

ル
＝
３
・
５
レ
以
上
の
水
準

に
落
ち
着
く
」
と
予
想
し
た

市
場
関
係
者
は
い
な
い
が
、

多
く
は
「
今
後
３
カ
月
間
、

よ
く
観
察
す
る
事
が
必
要
」

と
し
て
い
る
。

　

仮
に
１
ド
ル
＝
３
・
５
レ

で
落
ち
着
く
と
、
論
理
的
に

は
イ
ン
フ
レ
要
因
と
な
る

が
、
Ｘ
Ｐ
イ
ン
ヴ
ェ
ス
チ
メ

ン
ト
社
の
主
席
戦
略
研
究
員

セ
ル
ソ
ン
・
プ
ラ
シ
ド
氏
は
、

「
ド
ル
高
と
な
っ
て
も
、
伯

国
の
物
価
に
は
そ
れ
ほ
ど
大

き
な
影
響
は
な
い
だ
ろ
う
」

と
し
て
い
る
。

　

聖
市
市
役
所
が
２
３
日
、

同
市
中
央
部
の
プ
リ
ン
セ
ー

ザ
・
イ
ザ
ベ
ル
を
は
じ
め
と

す
る
計
３
カ
所
の
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
民
営
化
に
向
け
た
規

定
書
を
公
開
し
た
。
ま
た
、

２
４
日
未
明
に
は
、
１
９
０

路
線
の
廃
止
も
含
む
、
バ
ス

の
運
行
管
理
に
関
す
る
入
札

規
定
書
を
発
行
し
た
と
２
４

日
付
伯
字
紙
、
同
サ
イ
ト
が

報
じ
た
。

　

三
つ
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

民
営
化
（
建
設
、
運
営
権
移

譲
）
は
、
２
４
日
か
ら
始
ま

る
も
の
を
含
む
２
度
の
意
見

聴
取
期
間
を
経
、
９
月
に
正

式
な
入
札
規
定
が
作
ら
れ
る

予
定
だ
。
見
込
み
通
り
進
め

ば
、
来
年
の
第
１
四
半
期
に

は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
改
造
も
含

む
運
営
権
移
譲
契
約
が
成
立

す
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

市
役
所
側
は
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
事
務

所
、
住
居
な
ど
を
含
む
商
用

ビ
ル
を
立
て
る
事
や
、
キ
オ

ス
ク
な
ど
の
売
店
を
増
や
す

事
も
認
め
て
い
る
。
プ
リ
ン

セ
ー
ザ
・
イ
ザ
ベ
ル
は
、
１

日
７
千
人
が
１
８
路
線
の
バ

ス
を
利
用
し
て
お
り
、
管
理

運
営
や
保
守
な
ど
に
、
年

６
６
０
万
レ
ア
ル
が
か
か

る
。
カ
ペ
リ
ー
ニ
ャ
と
カ
ン

ポ
・
リ
ン
ポ
も
最
初
の
民
営

化
の
対
象
と
な
る
。

　

他
方
、
バ
ス
路
線
の
運

行
管
理
に
関
す
る
入
札
規

定
書
は
、
５
年
前
に
切
れ

た
契
約
更
新
の
た
め
の
も

の
だ
。
聖
市
で
は
現
在
、

１
万
４
４
５
７
台
の
バ
ス
が

運
行
し
て
い
る
が
、
新
し
い

規
定
書
で
は
１
万
３
５
９
２

台
に
減
少
。
路
線
数
も
、

１
３
３
９
が
１
１
９
３
に
減

る
。
６
６
％
の
８
８
２
路
線

は
現
行
維
持
だ
が
、
２
０
％

（
２
６
７
路
線
）
は
変
更
、

１
４
％
（
１
９
０
路
線
）
は

廃
止
、
４
４
路
線
が
新
設
の

予
定
だ
。

　

市
役
所
は
、
路
線
や
バ
ス

運
行
数
は
減
っ
て
も
、
専
用

レ
ー
ン
の
利
用
や
地
域
内

の
路
線
と
の
接
続
な
ど
で
利

用
者
の
座
席
数
は
増
え
る
と

強
調
。
ま
た
、
最
初
の
１
０

年
間
で
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
用
す
る
バ
ス
を
増

や
し
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
は
最
低
５
０
％
削
減
、
窒

素
化
合
物
は
８
０
％
削
減
な

ど
の
大
気
汚
染
防
止
策
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
全
て
の
車
両
に
は

エ
ア
コ
ン
や
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
、

時
速
上
限
５
０
キ
ロ
の
速
度

制
御
器
、
稼
働
中
は
扉
が
開

か
な
い
よ
う
に
す
る
機
器
な

ど
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

る
。
ま
た
、
充
電
用
の
Ｕ

Ｓ
Ｂ
ジ
ャ
ッ
ク
数
（
座
席
数

の
３
分
の
１
以
上
）
や
、
車

両
の
使
用
年
数
を
ジ
ー
ゼ
ル

１
０
年
、
電
気
バ
ス
１
５
年

と
す
る
事
な
ど
も
明
記
さ
れ

て
お
り
、
落
札
会
社
に
は
車

両
の
入
れ
替
え
計
画
な
ど
の

提
出
も
求
め
ら
れ
る
。

　

リ
オ
の
ガ
レ
オ
ン
空
港
の

税
関
が
２
４
日
、
１
０
０
キ

ロ
分
の
ヘ
ロ
イ
ン
と
５
０
キ

ロ
の
爆
薬
を
押
収
し
た
。
こ

の
外
、
同
空
港
で
は
こ
こ
最

近
、
薬
物
関
係
の
逮
捕
が
相

次
い
で
い
る
。
２
４
日
付
伯

字
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

袋
詰
め
の
ヘ
ロ
イ
ン
は
、

昨
年
９
月
に
中
国
か
ら
筒
状

の
段
ボ
ー
ル
に
詰
め
て
送
ら

れ
て
き
て
い
た
が
、
受
取
先

の
伯
国
の
輸
入
業
者
に
書
類

上
の
不
備
が
あ
っ
た
た
め
、

税
関
に
預
け
ら
れ
て
い
た
。

　

だ
が
、
輸
入
業
者
が
必
要

な
書
類
を
届
け
な
い
た
め
、

税
関
が
中
身
を
調
べ
る
こ
と

に
し
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
ボ
イ

ス
に
は
点
鼻
薬
を
製
造
す
る

際
に
使
う
化
学
薬
品
と
記
載

さ
れ
て
い
た
の
に
、
中
身
は

ヘ
ロ
イ
ン
と
、
爆
薬
を
製
造

す
る
際
に
使
う
ピ
ク
リ
ン
酸

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

前
日
の
２
３
日
に
は
、
コ

カ
イ
ン
５
・
３
キ
ロ
を
二
重

底
に
し
た
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に

つ
め
、
ス
ペ
イ
ン
に
向
か
お

う
と
し
て
い
た
４
５
歳
の
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
男
性
が
逮
捕
さ

れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
１
８
日
に
は
、
幻

覚
剤
エ
ク
ス
タ
シ
ー
を
１
万

粒
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
た

４
６
歳
の
オ
ラ
ン
ダ
人
男
性

が
逮
捕
さ
れ
た
。

　

同
空
港
で
は
、
国
際
的
な

麻
薬
密
売
組
織
を
摘
発
す
る

た
め
、
２
０
１
７
年
２
月
か

ら
麻
薬
絡
み
の
捜
査
を
強
化

し
て
お
り
、
昨
年
末
は
３
６

人
を
逮
捕
。
強
制
連
行
さ
れ

て
事
情
聴
取
を
受
け
た
空
港

職
員
や
税
関
職
員
も
い
た
。

外国為替市況
中銀サイトより

4月24日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.4709  R$
買　3.4698  R$

円相場
売　0.0319  R$
買　0.0319  R$

ＭＤＢがアウキミンに接近か？

１
ド
ル
３
・４
５
レ
突
破
寸
前

１
年
５
カ
月
ぶ
り
の
ド
ル
高
に

バ
ス
路
線
廃
止
や
新
設
案
も

大統領選
聖市南部

超
進
学
校
生
徒
２
人
が
自
殺

（２）２０１８年 第４９８４号 ４月 ２５日 （水曜日）

為 替

１
０
キ
ロ
の
ヘ
ロ
イ
ン
押
収

麻
薬
密
輸
者
の
逮
捕
も
相
次
ぐ

ガレオン空港

ら
十
代
に
か

け
て
、
こ
れ

ま
で
保
護
さ

れ
て
い
た
環

境
か
ら
抜
け

出
し
、
自
分

の
居
場
所
を

確
保
す
る
過

程
で
、
子
供

は
大
き
な
苦

痛
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
る

と
し
、「
子
供

は
、
決
し
て

広
く
な
い
本
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ド
ラ
イ
ブ
ス
ペ
ー
ス
で
行お

こ
な

わ
れ

た
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
車し

ゃ

の
試し

乗
じ
ょ
う

の
参さ

ん

加か

者し
ゃ

が
予よ

想そ
う

よ
り
少す

く

な

か
っ
た
こ
と
に
触ふ

れ
、「
今こ

ん

後ご

の
こ
と
を
考か

ん
が

え
、
屋お

く

外が
い

に
も

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

の
目め

が
向む

く
よ
う
に

し
た
い
。
テ
ス
ト
ド
ラ
イ
ブ

の
場ば

所し
ょ

に
も
屋や

台た
い

を
出だ

す
な

ど
お
客き

ゃ
く

さ
ん
の
導ど

う

線せ
ん

を
伸の

ば

す
方ほ

う
ほ
う法
は
あ
る
」
と
の
考か

ん
が

え

を
述の

べ
た
。
屋お

く

内な
い

で
は
入い

り

口ぐ
ち

す
ぐ
の
右み

ぎ

側が
わ

に
３
１
０
０

　

日に

本ほ
ん

ブ
ラ
ジ
ル
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
山や

ま

田だ

康や
す

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）
に
よ
る
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
に
つ
い
て
の
記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

が
１
７
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

、
文ぶ

ん

協き
ょ
うビ
ル
内な

い

の
県け

ん

連れ
ん

事じ

務む

室し
つ

で
行お

こ

な
わ
れ
、
山や

ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
う、
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
う、
谷た

に

口ぐ
ち

ジ
ョ
ゼ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うが
今こ

年と
し

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
見み

所ど
こ
ろを
語か

た
っ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
今こ

年と
し

、
初は

じ

め
て
と
な
る
郷

き
ょ
う

土ど

食し
ょ
くコ
ー
ナ
ー
で
の
４
７
全ぜ

ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
参さ

ん

加か

、
ギ
ネ
ス
記き

録ろ
く

獲か
く

得と
く

な
ど
が
期き

待た
い

さ
れ
て
い
る
。

平へ
い

米べ
い

の
ブ
ー
ス
を
作つ

く

り
、
池い

け

崎ざ
き

商し
ょ
う

会か
い

に
よ
る
「
Ｍ
ｉ
ｎ
ｉ 

Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｙ 

Ｆ
ａ
ｉ
ｒ
」

を
行お

こ

な
う
。
入い

り
口ぐ

ち

の
前ぜ

ん

方ぽ
う

に
式し

き

典て
ん

会か
い

場じ
ょ
うの
壁か

べ

、
右み

ぎ

側が
わ

に

同ど
う

「
Ｆ
ａ
ｉ
ｒ
」、
左

ひ
だ
り

側が
わ

に

企き

業ぎ
ょ
う

ブ
ー
ス
が
並な

ら

ぶ
形か

た
ち

だ
。

華は
な

や
か
に
拡か

く

大だ
い

し
た
今こ

年と
し

の

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
、
一い

ち
に
ち日
だ
け
で
は

見み

て
回ま

わ

れ
な
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

日に
ち

毎ま
い

叢そ
う

書し
ょ

企き

画か
く

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

の

　

食し
ょ
く
の
コ
ー
ナ
ー
は
例れ

い

年ね
ん

以い

上じ
ょ
うの
混こ

ん

雑ざ
つ

が
予よ

想そ
う

さ
れ
る
た

め
、
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
生せ

い

産さ
ん

方ほ
う

式し
き

（
Ｔ
Ｐ
Ｓ
）
を
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

で
取と

り
入い

れ
る
な
ど
の
対た

い

策さ
く

を
し
、
料

り
ょ
う

理り

の
提て

い

供き
ょ
う

時じ

間か
ん

を

短た
ん

縮し
ゅ
くさ
せ
る
そ
う
。

　

目め

玉だ
ま

事じ

業ぎ
ょ
うと
な
る
ギ
ネ
ス

記き

録ろ
く

に
つ
い
て
は
、「
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
い
う
節ふ

し

目め

は

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
や
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
見み

て
も
ら
う
良よ

い
機き

会か
い

。
日に

本ほ
ん

の
メ
デ
ィ
ア
に
も
、
ぜ
ひ
取し

ゅ

材ざ
い

に
来き

て
も
ら
い
た
い
」
と
語か

た
っ

た
。
ギ
ネ
ス
審し

ん

査さ

の
様よ

う

子す

は

会か
い

場じ
ょ
うで
一い

っ

般ぱ
ん

来ら
い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
く

向む

け
に

放ほ
う

送そ
う

さ
れ
る
予よ

定て
い

。

　

山や
ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
う

は
「
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
節ふ

し

目め

だ
か
ら

こ
そ
」
と
強

き
ょ
う

調ち
ょ
うし
、
郷

き
ょ
う

土ど

食
し
ょ
く

コ
ー
ナ
ー
へ
の
全ぜ

ん

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
参さ

ん

加か

を
強つ

よ

く
期き

待た
い

し
て
い
る
と

述の

べ
た
。「
す
で
に
参さ

ん

加か

申し
ん

請せ
い

を
出だ

し
た
の
は
４
５
都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

」。
残の

こ

り
の
新に

い

潟が
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

と

京き
ょ
う

都と

ク
ラ
ブ
が
参さ

ん

加か

す
る
よ

う
「
県け

ん

連れ
ん

が
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
」
意い

向こ
う

だ
。

　

市い
ち

川か
わ

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
会か

い

場じ
ょ
うと
な
る
サ
ン
パ
ウ
ロ

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
の
駐

ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
うに
ス
ポ
ン
サ
ー
企き

業ぎ
ょ
う

名め
い

を

入い

れ
た
１
８
×
１
０
メ
ー
ト

ル
の
巨き

ょ

大だ
い

バ
ナ
ー
を
吊つ

る
す

な
ど
装そ

う

飾し
ょ
くを
豪ご

う

華か

に
す
る
と

説せ
つ

明め
い

。「
お
客き

ゃ
くさ
ん
が
見み

て
す

ぐ
に
『
今こ

年と
し

は
違ち

が

う
』
と
わ

か
る
よ
う
に
華は

な

や
か
に
し
た

い
」
と
語か

た
っ
た
。

　

山や
ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
来ら

い

年ね
ん

１
９

年ね
ん

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
で
東と

う

京き
ょ
う

五ご

輪り
ん

を
盛せ

い

大だ
い

に
扱あ

つ
か

う
た
め
に
も
、

今い
ま

か
ら
大お

お

き
く
広こ

う

告こ
く

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
日に

本ほ
ん

側が
わ

と
交こ

う

渉
し
ょ
う

中ち
ゅ
うだ
が
、
入い

り
口ぐ

ち

か
ら
見み

え

る
式し

き

典て
ん

会か
い

場じ
ょ
うの
壁か

べ

に
巨き

ょ

大だ
い

バ

ナ
ー
の
広こ

う

告こ
く

を
吊つ

る
し
た
い
。

バ
ナ
ー
で
あ
れ
ば
１
０
０
万ま

ん

円え
ん

程て
い

度ど

で
製せ

い

作さ
く

で
き
る
。
日に

本ほ
ん

側が
わ

も
広こ

う

告こ
く

だ
け
で
い
い
か

ら
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
参さ

ん

加か

し
て
欲ほ

し

い
」
と
期き

待た
い

し
た
。

　

ま
た
各か

く

ス
テ
ー
ジ
で
披ひ

露ろ
う

さ
れ
る
『
芸げ

い

能の
う

』に
つ
い
て
も
、

「
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

も
考こ

う

慮り
ょ

し
、
日に

本ほ
ん

の
太た

い

鼓こ

と
北ほ

く

東と
う

伯は
く

の
伝で

ん

統と
う

芸げ
い

能の
う

の
共

き
ょ
う

演え
ん

な
ど

日に
っ

伯ぱ
く

の
融ゆ

う

合ご
う

を
考か

ん
が
え
て
い
る
」

と
山や

ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
う。
グ
ー
ス
外ほ

か

間ま

さ
ん
や
日に

本ほ
ん

曲き
ょ
くを
演え

ん

奏そ
う

す
る

バ
ン
ド
「
ア
ル
ド
」
な
ど
亜あ

　

二に

天て
ん

の
事じ

務む

局き
ょ
く

員い
ん

、
齋さ

い

藤と
う

み
ど
り
さ
ん
は
「
生せ

い

徒と

の
ほ

と
ん
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
見み

て
二に

天て
ん

の
こ
と
を
知し

り

ま
す
」
と
言い

う
。
今こ

ん

回か
い

取し
ゅ

材ざ
い

し
た
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

生せ
い

徒と

全ぜ
ん

員い
ん

が
、
二に

天て
ん

を
知し

っ
た
き
っ
か

け
を
「
サ
イ
ト
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
」

と
話は

な

し
た
。
二に

天て
ん

の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数す

う

は
な
ん
と
約や

く

２
８
万ま

ん

人に
ん

。
こ

れ
だ
け
の
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

が
自

み
ず
か

ら
希き

望ぼ
う

し
て
二に

天て
ん

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
受う

け
取と

っ
て
い
る
。

　

多お
お

く
の
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
関か

ん

心し
ん

を
呼よ

ぶ
理り

由ゆ
う

は
、
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て
い
る
動ど

う

画が

・
写し

ゃ

真し
ん

の

多お
お

さ
と
、
質し

つ

の
高た

か

さ
に
あ

る
。
サ
イ
ト
に
は
試し

合あ
い

の
様よ

う

子す

や
岸き

し

川か
わ

さ
ん
の
講こ

う

話わ

な
ど

２
０
０
以い

上じ
ょ
うの
動ど

う

画が

が
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て
い
る
。
写し

ゃ

真し
ん

と
動ど

う

画が

そ
れ
ぞ
れ
に
専せ

ん

属ぞ
く

の
プ
ロ
カ

メ
ラ
マ
ン
が
い
て
、
加か

工こ
う

や

編へ
ん

集し
ゅ
うが
施ほ

ど
こ

さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投と

う

稿こ
う

さ
れ
た
試し

合あ
い

の
動ど

う

画が

に
は
毎ま

い

回か
い

５
０
０
近ち

か

い
「
い
い
ね
」

が
つ
き
、
コ
メ
ン
ト
欄ら

ん

に
は

「
か
っ
こ
い
い
」「
厳お

ご
そ

か
だ
」

な
ど
の
感か

ん

想そ
う

や
「
ど
こ
で
稽け

い

古こ

に
参さ

ん

加か

で
き
る
の
？
」
と

い
っ
た
質し

つ

問も
ん

が
並な

ら

ぶ
。

　

岸き
し

川か
わ

さ
ん
は
「
二に

天て
ん

の
入い

り
口ぐ

ち

は
サ
ム
ラ
イ
や
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

へ
の
憧あ

こ
が

れ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
講こ

う

話わ

の
動ど

う

画が

を
見み

た
り
、
サ
イ
ト
の
文ぶ

ん

章
し
ょ
う

を
読よ

む
と
、『
こ
こ
な
ら
人じ

ん

生せ
い

に
つ
い
て
学ま

な

べ
る
』
と
気き

づ
く
。
二に

天て
ん

に
来く

る
人ひ

と

は
普ふ

　

環か
ん

境き
ょ
う

音お
ん

楽が
く

家か

の
ピ
ア
ニ
ス

ト
、
フ
ァ
ビ
オ
・
カ
ラ
ム
ル
さ
ん
が
１
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

、
サ
ラ・

サ
ン
パ
ウ
ロ
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行お

こ

な
っ
た
。
約や

く

２
時じ

間か
ん

も

の
公こ

う

演え
ん

で
は
日に

本ほ
ん

と
伯は

っ

国こ
く

の
鳥と

り

の
囀さ

え
ず

り
、
録ろ

く

音お
ん

し
た
虫む

し

の

声こ
え

な
ど
を
基も

と

に
作さ

っ

曲き
ょ
くし
た
約や

く

２
０
曲き

ょ
く

を
披ひ

露ろ
う

し
、
観か

ん

客き
ゃ
くを

癒い
や

し
た
。
後こ

う

援え
ん

は
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

連れ
ん

盟め
い

（
ア
リ
ア
ン
サ
）、
レ
ス

ト
ラ
ン
木き

の

下し
た

。
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

イ

ベ
ン
ト
。

　

カ
ラ
ム
ル
さ
ん
は
伯は

っ

国こ
く

の

野や

鳥ち
ょ
うや
動ど

う

物ぶ
つ

の
声こ

え

を
基も

と

に
作さ

っ

曲き
ょ
くし
た
１
４
曲き

ょ
く

を
収

し
ゅ
う

録ろ
く

し
た

ア
ル
バ
ム
「E

co
M

u
sica

－
ブ
ラ
ジ
ル
の
動ど

う

物ぶ
つ

達た
ち

と
ピ

ア
ノ
の
対た

い

話わ

」
を
２
０
１
５

年ね
ん

末ま
つ

に
発は

っ

表ぴ
ょ
う。
昨さ

く

年ね
ん

４
、５

し
、
自じ

作さ
く

未み

発は
っ

表ぴ
ょ
うの
も
の
に

限か
ぎ

る
。
締し

め

切き

り
は
９
月が

つ

３
０

日に
ち

ま
で
。

　

原げ
ん

則そ
く

、
書し

ょ

式し
き

は
習

し
ゅ
う

字じ

半は
ん

紙し

を
横よ

こ

長な
が

に
用も

ち

い
、
右み

ぎ

半は
ん

分ぶ
ん

に

お
題だ

い

と
短た

ん

歌か

、
左

ひ
だ
り

半は
ん

分ぶ
ん

に
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

、
電で

ん

話わ

番ば
ん

号ご
う

、
氏し

名め
い

（
ふ

り
が
な
も
）、
生せ

い

年ね
ん

月が
っ

日ぴ

、
性せ

い

別べ
つ

、
及お

よ

び
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
う（
無む

職し
ょ
くの
場ば

合あ
い

は
元も

と

の
職

し
ょ
く

業ぎ
ょ
う、
主し

ゅ

婦ふ

の
場ば

『
楽ら

く

書が
き

ク
ラ
ブ
』
第だ

い

４
２
号ご

う

が
４
月が

つ

に
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
。『
雷

か
み
な
り』

（
石い

し

井い

か
ず
枝え

）
に
は
６
０

年ね
ん

ほ
ど
前ま

え

、
ペ
レ
イ
ラ
・
バ

レ
ッ
ト
に
住す

ん
で
い
た
頃こ

ろ

に

起お

き
た
奇き

跡せ
き

が
綴つ

づ

ら
れ
て
い

る
。
母は

は

が
風ふ

呂ろ

場ば

を
掃そ

う

除じ

し
、

蛇じ
ゃ

口ぐ
ち

を
ひ
ね
っ
て
桶お

け

に
水み

ず

を

入い

れ
始は

じ

め
た
と
こ
ろ
で
、
急

き
ゅ
う

に
お
便べ

ん

所じ
ょ

に
行い

き
た
く
な
り

走は
し

っ
て
い
く
と
、
突と

つ

然ぜ
ん

大お
お

雨あ
め

に
な
り
ピ
カ
ッ
と
光ひ

か

っ
て
も
の

ファビオ・カラムルさん（提
てい

供
きょう

＝望
もち

月
づき

二
じ

郎
ろう

）

　

５
１
０
種し

ゅ

類る
い

以い

上じ
ょ
うの
日に

本ほ
ん

料り
ょ
う

理り

を
提て

い

供き
ょ
うし
な
い
と
ギ

ネ
ス
記き

録ろ
く

に
認に

ん

定て
い

さ
れ
な
い
。

そ
の
た
め
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
平へ

い

均き
ん

１
０
種し

ゅ

類る
い

以い

上じ
ょ
うを
出だ

す
予よ

定て
い

で
、
例れ

い

年ね
ん

よ
り
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富と

ん
だ
食し

ょ
く
が
集あ

つ

ま
る
こ
と
は

間ま

違ち
が

い
な
い
。

装そ
う

飾し
ょ
く

豪ご
う

華か

、
祝し

ゅ
く

典て
ん

盛も

り
上あ

げ

初は
つ

の
全ぜ

ん

県け
ん

人じ
ん

会か
い

参さ
ん

加か

に
期き

待た
い

大だ
い

通つ
う

の
生せ

い

活か
つ

や
他ほ

か

の
武ぶ

道ど
う

に
な

い
も
の
、
自じ

分ぶ
ん

に
な
い
も
の

を
求も

と

め
て
い
る
」
と
言い

う
。

　

二に

天て
ん

の
生せ

い

徒と

は
ほ
と
ん
ど

が
非ひ

日に
っ

系け
い

人じ
ん

だ
が
、
こ
こ

１
０
年ね

ん

で
日に

っ

系け
い

人じ
ん

の
子こ

供ど
も

の

生せ
い

徒と

も
増ふ

え
て
き
た
。「
親お

や

た
ち
は
自じ

分ぶ
ん

の
子こ

供ど
も

に
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
の
ル
ー
ツ
を
見み

つ
め
て
ほ
し
い
と
思お

も

っ
て
い

る
よ
う
で
す
」
と
話は

な

す
。

日に

本ほ
ん

大た
い

会か
い

へ
の
出し

ゅ
つ

場じ
ょ
う

権け
ん

賭か

け

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

会か
い

29
日に

ち

　

写し
ゃ

真し
ん

や
動ど

う

画が

で
ブ
ラ
ジ
ル

人じ
ん

の
心こ

こ
ろ

を
つ
か
む
一い

っ

方ぽ
う

、
二に

天て
ん

の
底て

い

流り
ゅ
うに
は
岸き

し

川か
わ

さ
ん
が

説と

く
現げ

ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

を
生い

き
抜ぬ

く

「
サ
ム
ラ
イ
の
教お

し

え
」
が
あ

る
。
初は

じ

め
は
宮み

や

本も
と

武む

蔵さ
し

や
刀

か
た
な

に
憧あ

こ
が

れ
て
い
た
生せ

い

徒と

も
、
そ

の
教お

し

え
に
共

き
ょ
う

感か
ん

し
て
通か

よ

い
続つ

づ

け
て
い
る
。

　

岸き
し

川か
わ

さ
ん
の
こ
れ
ま
で
功こ

う

績せ
き

は
、
聖せ

い

州し
ゅ
う５
市し

と
他ほ

か

３
州

し
ゅ
う

で
岸き

し

川か
わ

さ
ん
の
誕た

ん

生じ
ょ
う

日び

が
「
サ
ム
ラ
イ
の
日ひ

」
に
制せ

い

定て
い

さ
れ
る
な
ど
、
国こ

く

内な
い

で
広ひ

ろ

く

称た
た

え
ら
れ
て
い
る
。
２
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
た
今こ

年と
し

の
目も

く

標ひ
ょ
うは

国こ
く

内な
い

だ
け
で
な
く
、
世せ

界か
い

中
じ
ゅ
う

に
古こ

武ぶ

道ど
う

の
精せ

い

神し
ん

を
伝つ

た

え
て

い
く
こ
と
だ
。

　

今こ
ん

月げ
つ

、
岸き

し

川か
わ

さ
ん
の
講こ

う

和わ

を
ま
と
め
た
著ち

ょ

書し
ょ

『
新し

ん

葉は

隠が
く
れ』
の
英え

い

語ご

版ば
ん

と
ス
ペ
イ
ン

語ご

版ば
ん

が
刊か

ん

行こ
う

さ
れ
た
。
今こ

年と
し

１
０
月が

つ

に
は
国こ

く

内な
い

外が
い

８
カ
国こ

く

か
ら
生せ

い

徒と

が
集あ

つ

ま
る
「
第だ

い

１

回か
い

世せ

界か
い

剣け
ん

術じ
ゅ
つ

大た
い

会か
い

」
を
開か

い

催さ
い

す
る
。
大た

い

会か
い

の
目も

く

的て
き

は
あ
く

ま
で
生せ

い

徒と

た
ち
が
交こ

う

流り
ゅ
うを
深ふ

か

め
る
こ
と
で
、
勝か

ち
負ま

け
に

は
こ
だ
わ
ら
な
い
。
岸き

し

川か
わ

さ

ん
は
「
子こ

供ど
も

の
部ぶ

で
は
全ぜ

ん

員い
ん

に
メ
ダ
ル
を
与あ

た

え
ま
す
。
努ど

力り
ょ
くし
て
自じ

分ぶ
ん

に
勝か

っ
た
こ
と

を
称た

た

え
る
」
と
言い

う
。

ジ
ル
代だ

い

表ひ
ょ
う」
が
選せ

ん

抜ば
つ

さ
れ
る
。

優ゆ
う

勝し
ょ
う

者し
ゃ

は
１
１
月が

つ

４
日か

に

東と
う

京き
ょ
うで
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
「
平へ

い

成せ
い

３
０
年ね

ん

度ど

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

民み
ん

舞ぶ

全ぜ
ん

国こ
く

大た
い

会か
い

」
に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うす
る
。
ま

た
、
今こ

ん

回か
い

か
ら
は
少

し
ょ
う

年ね
ん

少し
ょ
う

女じ
ょ

の
部ぶ

の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
優ゆ

う

勝
し
ょ
う

杯は
い

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
る
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
塩し

お

野の

彰あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う、

佐さ

藤と
う

元も
と

宏ひ
ろ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う、
松ま

つ

浦う
ら

ア

ン
ト
ニ
オ
副ふ

く

会か
い

長ち
ょ
うは
「
昨さ

く

年ね
ん

第だ
い

３
０
代だ

い

と
し
て
全ぜ

ん

国こ
く

大た
い

会か
い

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
た
安や

す

永な
が

幸ゆ
き

柄え

さ
ん

は
伯は

く

代だ
い

表ひ
ょ
うと
し
て
は
最さ

い

上じ
ょ
う

位い

と
な
る
優ゆ

う

秀し
ゅ
う

賞し
ょ
う
に
輝か

が
や

い
た
」

と
語か

た

り
、「
将

し
ょ
う

来ら
い

有ゆ
う

望ぼ
う

な
若わ

か

者も
の

や
伯は

く

人じ
ん

も
入は

い

っ
て
き
て
お

り
、
民み

ん

謡よ
う

会か
い

の
層そ

う

が
厚あ

つ

く
な

っ
て
き
て
い
る
。
ぜ
ひ
、
民み

ん

謡よ
う

を
楽た

の

し
ん
で
欲ほ

し
い
」
と

来ら
い

場じ
ょ
うを
呼よ

び
か
け
た
。

　

問と
い

合あ
わ

せ
は
、
塩し

お

野の

会か
い

長
ち
ょ
う

（
１
１
・
９
９
９
９
７
・
７ 

９
２ 

９
）
ま
で 

。

史
し

上
じょう

初
はつ

！510日
に

本
ほん

料
りょう

理
り

が一
いち

堂
どう

に
（７） ２０１８年第４９８４号 	 ４月	２５日	（水曜日）

野や

鳥ち
ょ
う

の
囀さ

え
ず

り
入い

れ
た
楽が

っ

曲き
ょ
く

披ひ

露ろ
う

環か
ん

境き
ょ
う

音お
ん

楽が
く

家か

フ
ァ
ビ
オ
さ
ん

移
い

民
みん

110 周
しゅう

年
ねん

昨
さく

年
ねん

の郷
きょう

土
ど

食
しょく

コーナーの様
よう

子
す

。今
こ

年
とし

はさらにパワー
アップ！

フェイスブックに投
とう

稿
こう

された動
どう

画
が

県
けん

連
れん

日
に

本
ほん

祭
まつ

り

平へ
い

成せ
い

３
１
年ね
ん

歌う
た

会か
い

始は
じ
め

お
題だ
い
は
「
光ひ
か
り」、
９
月が
つ
末ま
つ
締し
め
切き
り

　

将
し
ょ
う

来ら
い

的て
き

に
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
の
ス

ペ
ー
ス
が
拡か

く

大だ
い

す
る
こ
と
を

見み

越こ

し
、
入い

り
口ぐ

ち

横よ
こ

に
文ぶ

ん

化か

ス
ペ
ー
ス
を
設せ

っ

置ち

す
る
。
上う

え

に
漁ぎ

ょ

網も
う

の
ト
ン
ネ
ル
を
張は

り
、

来ら
い

場じ
ょ
う

客き
ゃ
くが
作つ

く

っ
た
作さ

く

品ひ
ん

を
飾か

ざ

る
予よ

定て
い

だ
。
市い

ち

川か
わ

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
昨さ

く

年ね
ん

、
屋お

く

外が
い

の
テ
ス
ト

月が
つ

の
訪ほ

う

日に
ち

ツ
ア
ー
の
後あ

と

、
日に

本ほ
ん

の
野や

鳥ち
ょ
うの
囀さ

え
ず

り
を
入い

れ
た

同ど
う

シ
リ
ー
ズ
第だ

い

２
弾だ

ん

と
な
る

ア
ル
バ
ム
「E

co
M

u
sica

－aves

」
を
完か

ん

成せ
い

さ
せ
、

日に

本ほ
ん

の
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｕ
レ
コ
ー
ド

社し
ゃ

か
ら
発は

つ

売ば
い

し
て
い
た
。

　

公こ
う

演え
ん

は
カ
ン
ポ
ス
・
ド
・

ジ
ョ
ル
ド
ン
市し

の
女じ

ょ

子し

コ
ー
ラ

ス
隊た

い

の
歌う

た

声ご
え

で
開か

い

幕ま
く

。
続つ

づ

い

て
拍は

く

手し
ゅ

に
包つ

つ

ま
れ
登と

う

場じ
ょ
うし
た

カ
ラ
ム
ル
さ
ん
は
「
コ
マ
ド

リ
」、「
カ
ッ
コ
ウ
」
な
ど
約や

く

１
０
曲き

ょ
く

を
披ひ

露ろ
う

。
演え

ん

奏そ
う

中ち
ゅ
うは

カ
ラ
ム
ル
さ
ん
の
後こ

う

方ほ
う

ス
ク

（５）

「
現げ

ん

代だ
い

に
こ
そ
サ
ム
ラ
イ
精せ

い

神し
ん

を
！
」

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

協
き
ょ
う

会か
い

（
塩し

お

野の

彰あ
き
ら

会か
い

長ち
ょ
う）
が
主し

ゅ

催さ
い

す
る
「
第だ

い

５
１
回か

い

日に

本ほ
ん

民み
ん

謡よ
う

ブ
ラ
ジ
ル
大た

い

会か
い

」
が
２
９
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

よ
り
、
聖せ

い

市し

の

宮み
や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

（R
ua Fa-

gu
ndes, 152

, Liber-
d

ad
e

）
で
行お

こ
な

わ
れ
る
。
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
う。

　

今こ
ん

回か
い

は
お
よ
そ
１
５
０
人に

ん

　

岸き
し

川か
わ

さ
ん
は
、「
今い

ま

で
も

『
最も

っ
と

も
大た

い

切せ
つ

な
こ
と
は
武ぶ

道ど
う

で
は
な
く
、
幸し

あ
わ

せ
な
人じ

ん

生せ
い

を

歩あ
ゆ

む
こ
と
』
と
い
う
理り

念ね
ん

は

変か

わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

か
つ
て
な
い
物ぶ

っ

質し
つ

的て
き

な
豊ゆ

た

か

さ
の
中な

か

で
、
情

じ
ょ
う

報ほ
う

の
海う

み

に
溺お

ぼ

れ
、
自じ

分ぶ
ん

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
が
難む

ず
か

し
い
現げ

ん

代だ
い

社し
ゃ

会か
い

だ
か
ら
こ
そ
、
サ
ム
ラ
イ

の
教お

し

え
、
精せ

い

神し
ん

が
活い

き
る
と

い
う
確か

く

信し
ん

を
持も

っ
て
い
ま

す
」
と
話は

な

し
た
。（
終お

わ
り
、

山や
ま

縣が
た

陸り
く

人と

記き

者し
ゃ

）

国こ
く

や
ウ
ル
グ
ア
イ
の
歌か

手し
ゅ

も

出し
ゅ
つ

演え
ん

予よ

定て
い

だ
そ
う
。

　
『
第だ

い

２
１
回か

い

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
』
は

７
月が

つ

２
０
～
２
２
日に

ち

ま
で
の

３
日か

間か
ん

、
サ
ン
パ
ウ
ロ
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
で
行お

こ

な
わ
れ

る
。詳

し
ょ
う

細さ
い

は
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.festi-

valdojapao.com
/

）
ま

で
。

凄す
ご

い
落ら

く

雷ら
い

の
音お

と

が
し
た
。
母は

は

は
「
マ
マ
イ
は
運う

ん

が
良よ

か
っ

た
よ
。
も
し
風ふ

呂ろ

場ば

か
洗せ

ん

濯た
く

場ば

に
い
た
ら
死し

ん
で
い
た
か

も
。
急き

ゅ
う

に
そ
こ
か
ら
も
っ
と

も
遠と

お

い
お
便べ

ん

所じ
ょ

に
行い

き
た
く

な
っ
た
の
は
不ふ

思し

議ぎ

」
と
言い

っ
た
。「
も
し
も
落ら

く

雷ら
い

が
水す

い

道ど
う

管か
ん

を
通と

お

し
て
蛇じ

ゃ

口ぐ
ち

に
伝つ

た

わ
っ
て

い
た
ら
即そ

く

死し

し
て
い
た
に
違ち

が

い
な
い
」
と
も
。
か
ず
枝え

さ

ん
の
家か

族ぞ
く

は
、
弟

お
と
う
とが
相す

も

撲う

大た
い

会か
い

に
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
う
し
た
の
で
応お

う

援え
ん

に

出で

か
け
、
兄あ

に

と
母は

は

だ
け
自じ

宅た
く

に
残の

こ

っ
て
い
た
。
兄あ

に

も
た
ま

た
ま
鶏け

い

舎し
ゃ

で
作さ

業ぎ
ょ
う

中ち
ゅ
う。
か
ず

枝え

さ
ん
は
《
雷

か
み
な
りさ
ん
、
良よ

い

時と
き

と
場ば

所し
ょ

を
選え

ら

ん
で
落お

ち
て

く
れ
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と

う
！
》
と
感か

ん

謝し
ゃ

。
こ
ん
な
良よ

い
話は

な
し

が
３
６
編へ

ん

も
。
関か

ん

心し
ん

の

あ
る
人ひ

と

は
同ど

う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

（
１
１ 

・

３
３
４
１
・
２
１
１
３
）
ま

で
。

来ら
い

社し
ゃ

し
た
一い
っ

行こ
う

が
参さ

ん

加か

。
年ね

ん

齢れ
い

別べ
つ

で
各か

く

部ぶ

門も
ん

に
分わ

か
れ
、
日ひ

頃ご
ろ

の
練れ

ん

習し
ゅ
うの

成せ
い

果か

を
競き

そ

い
合あ

う
。

　

上
じ
ょ
う

位い

得と
く

点て
ん

者し
ゃ

１
０
人に

ん

を
集あ

つ

め
た
ブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

代だ
い

表ひ
ょ
う

者し
ゃ

決け
っ

定て
い

戦せ
ん

で
「
第だ

い

３
１
代だ

い

ブ
ラ

リ
ー
ン
に
鳥と

り

の
姿す

が
た

や
イ
メ
ー

ジ
映え

い

像ぞ
う

、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ

オ
が
流な

が

さ
れ
る
な
ど
視し

界か
い

で

も
楽た

の

し
ま
せ
た
。

　

そ
の
後ご

「
ケ
ロ
ケ
ロ
（
ナ
ン

ベ
イ
タ
ゲ
リ
）」「
サ
ポ
・
ク

ル
ル
（
オ
オ
ヒ
キ
ガ
エ
ル
）」

な
ど
ブ
ラ
ジ
ル
版ば

ん

の
曲き

ょ
く

も
披ひ

露ろ
う

。
公こ

う

演え
ん

終し
ゅ
う

了り
ょ
う

時じ

に
は
観か

ん

客き
ゃ
く

総そ
う

立だ

ち
で
拍は

く

手し
ゅ

が
送お

く

ら

れ
、
施し

設せ
つ

内な
い

の
店て

ん

舗ぽ

前ま
え

で
サ

イ
ン
会か

い

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

取し
ゅ

材ざ
い

に
応こ

た

え
た
カ
ラ
ム
ル

さ
ん
（
６
１
）
は
昨さ

く

年ね
ん

の
日に

っ

本ぽ
ん

ツ
ア
ー
を
振ふ

り
返か

え

り
、「
日に

本ほ
ん

に
到と

う

着ち
ゃ
く

し
た
瞬

し
ゅ
ん

間か
ん

か
ら
、

全す
べ

て
が
素す

晴ば

ら
し
か
っ
た
。

風ふ
う

景け
い

や
音お

と

で
膨ふ

く

ら
ん
だ
イ

メ
ー
ジ
が
消き

え
な
い
よ
う
に
、

帰き

国こ
く

後ご

す
ぐ
に
作さ

っ

曲き
ょ
くを
は
じ

め
た
」
と
語か

た

っ
た
。

　
「E

co
M

u
sica

」
は
全ぜ

ん

２
０
曲き

ょ
く

、
４
５
レ
。
ブ
ラ
ジ

ル
版ば

ん

は
全ぜ

ん

１
４
曲き

ょ
く

、
３
０
レ
。

合あ
い

は
「
主し

ゅ

婦ふ

」
と
記き

入に
ゅ
う）
を

縦た
て

書が

き
で
自じ

筆ひ
つ

す
る
。

　

た
だ
し
、
海か

い

外が
い

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
場ば

合あ
い

は
随ず

い

意い

の
用よ

う

紙し

（
２
４
セ

ン
チ
×
３
３
セ
ン
チ
、
横よ

こ

長な
が

）

を
使し

用よ
う

し
て
も
良よ

く
、
毛も

う

筆ひ
つ

で
な
く
て
も
良よ

い
。

　

病
び
ょ
う

気き

や
障

し
ょ
う

害が
い

な
ど
理り

由ゆ
う

が

あ
れ
ば
、
代だ

い

筆ひ
つ

や
パ
ソ
コ
ン

使し

用よ
う

も
可か

。
そ
の
場ば

合あ
い

は
代だ

い

筆ひ
つ

者し
ゃ

の
住

じ
ゅ
う

所し
ょ

、
氏し

名め
い

と
理り

由ゆ
う

を
別べ

っ

紙し

に
添そ

え
る
こ
と
。
視し

覚か
く

障し
ょ
う

害が
い

の
人ひ

と

は
点て

ん

字じ

で
も
応お

う

募ぼ

で
き
る
。

　

宛あ
て

先さ
き

は
「
〒
１
０
０
―

８
１
１
１　

宮く

内な
い

庁ち
ょ
う
」
で
、

封ふ
う

筒と
う

に
「
詠え

い

進し
ん

歌か

」
と
書か

き

添そ

え
る
こ
と
。
詳

し
ょ
う

細さ
い

は
宮く

内な
い

庁ち
ょ
うサ
イ
ト
（w

w
w

.k
u

n
-

aicho.go.jp

）
ま
で
。

　

宮く

内な
い

庁ち
ょ
うは
平へ

い

成せ
い

３
１
年ね

ん

歌う
た

会か
い

始は
じ
めの
詠え

い

進し
ん

歌か

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
て

い
る
。
今こ

ん

回か
い

の
お
題だ

い

は「
光ひ

か
り

」。

熟じ
ゅ
く

語ご

や
訓く

ん

読ど
く

に
し
て
も
よ
く
、

「
光ひ

か
り

」
の
文も

字じ

が
詠よ

み
込こ

ま

れ
て
い
れ
ば
可か

。
一ひ

と

人り

一い
っ

首し
ゅ

と



12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
12
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ANO XXI  –  Nº 4984 SÃO PAULO, QUARTA-FEIRA, 25 DE ABRIL DE 2018 R$ 4,00
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